
「輝きを未来に！」 ・自ら学ぶ子 ・最後までやりぬく子 ・思いやりのある子 ・体をきたえる子

◎生活目標「元気よくあいさつをしよう」

☆学習目標「学習の約束を確かめよう」

□保健目標「自分のからだをよく知ろう」

◇給食指導「正しい配ぜんの仕方を覚えよう」

縦割り班集会後にサプライズ（２／２５）

今年度も縦割り班活動に重点を置いて取り組んできまし

た。この日はその活動の最終日でした。ホールで各班のリ

ーダーが１年間の反省を報告した後にサプライズが待って

いました。リーダーとして頑張ってくれた６年生に、下級

生がお礼のメッセージカードをプレゼントしたのです。６

年生はそんなことがあるとは全く知らなかったので、驚い

ていましたが、みんなカードをもらって、とても喜んでい

ました。

６年生を送る会＆おくるんるん給食（３／４）

３月４日(金)に｢６年生を送

る会｣を行いました。企画と当

日の運営は５年生が行い、全学

年で役割を分担して準備を進め

てきました。４年生が企画した

全校ゲームでは「全校大根ぬき」

を行い、６年生が大根の役にな

り、学年ごとに６年生を引き抜

き、とても盛り上がりました。その後、教職員の発表や卒業生の発表を行い、６年生が退場す

る際には、全校児童でアーチを作り、この１年間の感謝の気持ちを込めて、温かく見送りまし

た。みんなで楽しく６年生との最後の思い出を作ることができました。また、給食時間には「お

くるんるん給食」を行い、体育館で一斉に縦割り班ごとに給食を食べ、楽しい時間を過ごすこ

とができました。

卒業おめでとうバイキング給食（３／９）

３月９日（水）の給食時間に、

６年生を対象に「卒業おめでと

うバイキング給食」を行いまし

た。普段食べている給食では出

ないようなメニューやデザート

がたくさんあり、６年生は大喜

びで、たくさん食べました。

６年生の花谷さんから雑

巾を 100 枚ほどいただき

ました。早速、子ども達

の清掃等で使わせていた

だきます。

ありがとう

ございまし

た。

保護者の皆様、そして多くのご来賓の皆様をお迎えして、第 111 回卒業式は穏やかな天気の

もとで行われました。一人一人校長先生から卒業証書をいただき、中学校での決意を発表する

姿は、たいへん立派でした。６年生は、これまで学習や委員会活動、クラブ活動において、下

級生のお手本となる活躍を見せ、新たな学習や活動にチャレンジしてきました。中学校でも協

力し合って、自分たちの進む道をたくましく切り拓いて進んで欲しいと思います。

また、今回卒業生から学校へ卒業制作記念品

として、ステンドグラスが贈られました。４月

から児童玄関の内窓に展示させていただきます。

ありがとうございました。
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３月２日（水）の５校時に４年生が

銀河の杜を訪問し、リコーダー演奏

を中心としたミニコンサートを行っ

てきました。演奏した曲目は、「男は

つらいよ」「北の国から」「鉄腕アト

ム」など全７曲で、銀河の杜を利用

する方々も知っている曲ばかりでし

たので、とても喜んでいただき、子

ども達は大きな拍手をいただきまし

た。

『卒業 ～あらたな出発～』
校長 鈴 木 裕

厳しい冬もようやく終わり、降りそそぐ日差しに、春の訪れを感じる頃となりました。
１年間の教育活動も、本日をもって滞りなく修了いたしました。お陰さまで、保護者をは
じめ地域の皆様に支えられ、充実した教育活動を行うことができました。誠にありがとう
ございました。

さて、本校では、総合的な学習の時間（ユネスコタイム）で、食と農を中心に学習し、
６年生では、それらをまとめるという意味で、村の将来像を考える学習を行っております。
そこで、過日、場谷村長さんにご来校していただき、６年生がこれまで総合的な学習の時
間（ユネスコタイム）で学習した内容（人口、福祉、農業、交通、公共施設、職業）をも
とに、村の将来のビジョンを提言し、村長さんからは、「よく、調べているね」、「いい提言
でした」とお褒めの言葉とともに政策に検討したいというありがたいお話もいただきまし
た。予算的な問題や優先順位等が有り、実現性が難しいものもありますが、これからの留
寿都村の将来を展望し考えることはとても大切なことで、子どもたちにとって貴重な経験
になりました。
また、23 日の「卒業式」では、ご来賓、保護者、地域の皆様にご参列いただき、19 名の

卒業生を温かく「見送る」ことができました。卒業式の式辞の中では、以下の詩を紹介い
たしました。

「あたりまえ」を「ありがとう」というのが感謝
「だから、なに？」を「おめでとう」というのが賞賛
「もう、ダメだ」を「これからだ」というのが希望
「なりたいな」を「なってやる」というのが決意
「もういいや」を「まだ待とう」というのが忍耐
「疲れた」を「頑張った」というのが努力

これからも、いろいろと困難なことがあると思いますが、感謝の気持ちを忘れず、あき
らめず前向きに頑張ってもらいたいと願っております。

さあ、明日からは、春休みです。在校生の皆さんは、４月６日の始業式に向け、次の学
年への準備期間になるようしっかりと頑張ってください。

この度の人事異動により、４名の教職員が異動し、任期満了につき１名が退職と

なりますのでお知らせいたします。

金内 聰侍 教頭 (喜茂別町立喜茂別小学校へ)

留寿都小学校では２年間過ごさせていただきました。明るく、素直な子ども達と温かい
保護者の皆様、地域の方々に支えられ、充実した日々を送ることができました。特に、学
校行事やＰＴＡ活動では、とてもたくさんの保護者の皆様が率先してご協力をいただき、
常に留寿都小学校のことを大切に思っていただいていますことに心より感謝申し上げます。
私は教頭としてはまだまだ未熟ではありますが、留寿都小学校で学んだことを次に生かし、
これからも精進・努力していきます。今までありがとうございました。

飯島 竜也 教諭 (余市町立黒川小学校へ)

今回の異動で、余市町立黒川小学校に赴任することになりました。留寿都小学校では、
素直な子どもたちに囲まれ、充実した時を過ごすことができました。また保護者の皆様に
は学習指導、生活指導両面で多大なご理解とご協力をいただくことができ、教師としての
力量を高めることにエネルギーを注ぐことができました。そんな学校を離れてしまうのは
大変寂しいものですが、ここでの経験を生かして新天地でも全力で走り続けていきたいと
思います。６年間ありがとうございました。

杉本 綾乃 教諭 (青年海外協力隊としてラオスに派遣)

留寿都に来て早３年、あっという間に月日は流れました。保護者や地域の方々にはいつ
もご協力いただくことばかりで、感謝の気持ちでいっぱいです。６月からは青年海外協力
隊としてラオスに赴任いたします（別居は継続です）。異文化で生活し、そこで得た経験や
知識を、子ども達に還元できたらと思っています。３年間、大変お世話になりました。
ຂອບໃຈຫຼາຍໆ！（ コープ・チャイ・ライ・ライ！＝本当にありがとうございました！）

山埜 信 教諭 (喜茂別町立喜茂別小学校へ)

四季折々の羊蹄山を仰ぎ見て早６年。自然、人情豊かなこの村ともお別れとなりました。
教職は東京町田に始まり、釧路、札幌、小樽と、聾学校を長く勤め、５校目の留寿都は初
めての普通学校でした。新たな気持ちで子ども達を教えながら、実はいつも子ども達から
笑顔と明るさとエネルギーをもらってきました。ここで出会えた子ども達は僕の財産です。
保護者、地域の皆様にもこれまで本当に良くしてくださり、ありがとうございました。

遠藤 風花 養護教諭 (任期満了のため退職)

新卒として着任して、あっという間の１年間でした。不安や戸惑いばかりでしたが、子
どもたちの明るい笑顔に支えられながら、少しずつ留寿都小学校になれていくことができ
ました。養護教諭という、担任とは違った立場で、子どもたちとたくさん関わることがで
き、その度に色々なことを教え教えられたように思います。

様々な面で不慣れではありましたが、保護者の方や地域の方に支えていただき、本当に
ありがとうございました。


